
心血管疾患

犬のうっ血性心 
不全  （CHF）

キーメッセージ

CHF の犬に推奨される栄養には次のようなものがあります。

   臨床症状や患者の反応を考慮した適度なナトリウム制限が、浮腫やうっ血
のコントロールに役立ちます。1–3 

   過度のナトリウム制限は、レニン - アンジオテンシン - アルドステロン系
の過剰な活性化などの有害作用を引き起こす可能性があります。

   塩分を控えた食事は口当たりが悪いことが多く、食欲と除脂肪体重の維
持が重要です。

   オメガ 3 脂肪酸（DHA および EPA など）の補給は炎症性メディエーターと
酸化ストレスの軽減、不整脈の安定化、血圧の低下、心臓リモデリングの低
下に役立つ可能性があります。オメガ 3 は、CHF の犬にしばしば見られる
筋肉の衰弱である悪液質の予防にも役立つと考えられています。4–6 

   カリウムとマグネシウムの濃度を監視します。

  心臓の薬は、カリウムの過剰や不足を引き起こすことがあります。

   マグネシウムは抗不整脈作用や抗酸化作用など、健康な心臓の機能に多
くの役割を担っており、低マグネシウム血症は人の心不全のリスク上昇と
関連していると言われています。7 

   体重が減らないように、タンパク質とカロリーの摂取を維持します。1

   ビタミン C やビタミン E などの抗酸化物質は、CHF の犬で増加がみられる
活性酸素による損傷を防ぐのに役立ちます。8,9

（次のページに続く)

治療のための栄養

犬のおやつや、ペットに薬を与
えるために使われる補助フー
ドに含まれるナトリウムを合計
すると、次のようになります。チ
ェダーチーズ 1 切れはおよそ 
180 mg、白パン 1 切れはおよ
ぞ 100 mg、通常のスムースピ
ーナッツバター大さじ 1 はおよ
そ 70 mgのナトリウムが含まれ
ています。

ご存じでしたか？

心不全は、心臓が心疾患に関連する変化を十分に代償できな
くなった場合に発現する臨床徴候（肺や腹部への体液貯留な
ど）を指します。 

うっ血性心不全を発症した場合、米国獣医内科学大学（ACVIM）のガイドライン、循環器学の研究、食歴に基づいた栄養
の推奨が、心臓の健康管理に役立ちます。



キーメッセージ（続き）

CHF の犬では、詳細な食事歴が重要となります。

   塩分の高いフードやおやつ、あるいは人間の食べ物を少量与えると、知らず知らずのうちに犬の食餌に過剰なナトリウ
ムが加わってしまうことがあります。10

タウリンやカルニチンを補給することで、拡張型心筋症（DCM）による心不全を起こしやすい犬種で左心室の大きさや
機能を改善することが期待されます。11–13 

  L-カルニチン心筋不全は、ボクサーやドーベルマンピンシャーの DCM と関連があるとされています。11,12

   アメリカンコッカースパニエルとゴールデンレトリバーは、タウリンが不足しやすい体質である可能性があります。14,15

RO/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報を
提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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